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慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
’
○
月
、
幕
府
は
武
蔵
国
橘
樹
郡
・
久
良
岐
郡
・
都
筑
郡
、
相
模
国
鎌
倉
郡
の
御
拳
場
お
よ
び
御
捉
飼
場
（１）
村
々
に
対
し
て
、
鷹
場
の
「
差
止
」
を
公
布
し
、
翌
一
二
年
（
一
八
六
七
）
四
月
に
は
、
関
東
全
域
の
御
拳
場
・
御
捉
飼
場
に
対
し
て
、
改
（２）
め
て
鷹
場
差
し
止
め
を
公
布
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
公
儀
鷹
場
制
度
に
お
い
て
も
関
連
役
職
の
廃
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
が
行
わ
れ
た
が
、
中
で
も
庶
民
に
と
っ
て
の
大
き
な
変
化
は
、
烏
猟
が
条
件
付
き
（３）
と
は
い
え
解
禁
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
規
に
鳥
猟
を
行
い
た
い
者
は
、
運
上
金
を
納
め
て
鑑
札
を
受
け
れ
ば
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
鷹
の
餌
の
調
達
な
ど
の
餌
鳥
御
用
を
一
手
に
引
き
受
け
て
き
た
、
御
鷹
餌
鳥
請
負
人
お
よ
び
そ
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
は
じ
め
に
蘆
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
ｌ
鑑
札
回
収
を
め
ぐ
る
評
議
過
程
お
よ
び
処
分
の
実
態
Ｉ
（４）
の
「
手
先
殺
生
人
」
、
い
わ
ゆ
る
餌
差
た
ち
は
職
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
餌
烏
御
用
の
た
め
に
交
付
さ
れ
て
い
た
焼
印
札
、
お
よ
び
そ
の
照
合
の
た
め
に
村
々
に
預
け
ら
れ
て
い
た
判
鑑
の
回収が命じられた。これは新鑑札制度のためにも不可欠な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
回
収
・
処
分
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い。そこで本稿では、焼印札・判鑑回収をめぐる幕府内部で
の
評
議
過
程
、
そ
れ
に
伴
っ
て
回
収
に
あ
た
っ
た
餌
鳥
請
負
人
ら
の
動
向
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
い
ま
だ
不
明
瞭
な
部
分
の多い、鷹場制度終焉期における幕府の動向と鷹場制度維
持に貢献した、餌鳥請負人の実態を一層明確にしていきた
い
と
考
え
て
い
る
。
安
田
寛
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考
察
の
対
象
と
す
る
焼
印
札
と
判
鑑
と
は
餌
鳥
御
用
の
た
め
の
も
の
で
、
「
慶
応
三
卯
年
四
月
、
御
鷹
御
廃
止
二
付
餌
鳥
請
負
人
手
先
（５）
殺
生
人
共
焼
印
札
判
鑑
取
上
方
之
義
調
」
に
よ
る
と
、
焼
印
札
と
は
「
殺
生
人
共
江
渡
置
候
焼
印
札
」
・
「
受
負
人
共
為
仕
入
大
坂
表
方
餌
鳥
取
寄
候
節
、
荷
物
附
添
之
者
江
渡
置
候
道
中
往
来
焼
印
札
」
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。
前
者
は
餌
差
の
鳥
猟
許
可
証
で
あ
り
、
後
者
は
鷹
の
餌
と
な
る
餌
鳥
を
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
搬
送
す
る
際
に
必
要
と
な
る
往
来
札
で
あ
っ
た
。
ま
た
判
鑑
と
は
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
関
八
州
村
々
に
交
付
さ
れ
た
「
村
々
江
渡
置
候
判
鑑
」
、
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
の
宿
々
に
交
付
さ
れ
た
「
道
中
往
来
札
判
鑑
」
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。
な
お
各
鑑
札
に
つ
い
て
は
、
以
降
そ
れ
ぞ
れ
「
餌
鳥
札」・「道中往来札」・「餌烏札判鑑」・「道中往来札判鑑」と
表
記
す
る
。
こ
こ
で
は
、
鷹
場
差
し
止
め
に
伴
っ
て
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
れ
ら
焼
印
札
と
判
鑑
の
交
付
状
況
に
つ
い
て
み
て
い
きたい。
ま
ず
、
焼
印
札
か
ら
み
て
い
く
が
、
こ
れ
は
寛
政
期
か
ら
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
史
料
は
、
寛
政
七
年
（６）
（一七九五）二月一父付の触書の抜粋である。
｜
御
鷹
餌
鳥
請
負
人
手
先
殺
生
人
共
江
焼
印
札
相
渡
置
候
処
、
法
政
史
学
第
五
十
七
号
焼
印
札
と
判
鑑
の
交
付
状
況
是
迄
之
請
負
人
共
相
止
、
此
度
水
鳥
問
屋
六
人
之
者
共
江
請
負
申
付
、
焼
印
札
も
相
改
候
間
、
当
卯
六
月
迄
之
内
新
焼
印
札
引
替
殺
生
可
致
候
間
、
当
六
月
過
候
而
古
焼
印
札
ヲ
持
殺
生
致
候
者
有
之
候
ハ
、
、
其
所
二
留
置
早
速
可
訴
候
、
尤
前
々
焼
印
札
請
取
置
候
得
共
当
時
殺
生
相
止
罷
在
候
者
共
、
改候新焼印札引替候筈一一、是又可得其意候、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
餌
差
へ
焼
印
札
を
渡
し
て
き
た
が
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
餌
鳥
請
負
人
を
止
め
て
新
た
に
水
鳥
問
屋
六
人
の
（７）
者へ奎調負を申し付けることになった。そこで焼印札も改め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
当
年
（
寛
政
七
年
）
六
月
ま
で
の
内
に
、
新
し
い
焼
印
札
に
引
き
替
え
て
殺
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
六
月
を
す
ぎ
て
も
古
い
焼
印
札
を
持
っ
て
殺
生
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
所
に
留
め
て
置
い
て
早
々
訴
え
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
と
、
現
在
餌
差
渡
世
を
休
業
中
の
者
で
あ
っ
て
も
、
新
焼
印
札
に
引
き
替
え
る
の
で
承
知
し
て
お
く
よ
う
に
と
あ
る
・
こ
の
時
新
た
に
請
負
を
申
し
付
け
ら
れ
た
六
人
と
は
、
本
小
田
原
町
壱
丁
目
伊
兵
衛
・
安
針
町
七
兵
衛
・
本
小
田
原
町
壱
丁
目
茂
兵
衛
・
同
町
甚
兵
衛
・
同
町
仁
右
衛
門
・
同
町
三
郎
左
衛
門
後
見
情
兵
衛のことである。この時に交付された新規餌鳥札は八一一一六
枚
、
他
に
道
中
往
来
札
一
四
枚
が
、
町
年
寄
奈
良
屋
市
右
衛
門
か
ら
餌
鳥
請
負
人
へ
渡
さ
れ
、
関
八
州
村
々
へ
も
そ
の
こ
と
が
触
れ
流
さ
一一
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れ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
早
く
も
翌
寛
政
八
年
（
’
七
九
六
）
二
月
（８）
には再び変更される。同年四月の触圭日によると、「ムマ般猶
又
吟
味
之
上
右
六
人
之
内
、
本
小
田
原
町
壱
丁
目
東
国
屋
伊
兵
衛
相
残り、神田餌鳥屋敷伊勢屋伝兵衛差加江」と、六人の内伊
兵
衛
以
外
の
五
人
は
請
負
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
伝
兵
衛
を
加
（９）
え
た
一
一
人
が
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
に
は
焼
印
札
・
判
鑑
の
改
訂
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
寛
政
七
年
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
鷹
場
差
し
止
め
ま
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
鷹
場
差
し
止
め
後
に
回
収
さ
れ
る
焼
印
札
が
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（、）
は、次の史料か》ｂ確認できる。
｜
焼
印
札
五
拾
枚
右
者
寛
政
七
卯
年
中
餌
鳥
会
所
右
私
江
御
預
ヶ
相
成
候
分
、
取
集奉差上候、以上、
こ
れ
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
七
月
八
日
付
で
、
「
下
総
国
猿
島
郡
沓
掛
村
百
姓
二
而
鳥
屋
幸
三
郎
」
か
ら
南
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
回
収
さ
れ
た
焼
印
札
（
餌
鳥
札
）
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
交
付
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
｜
方
、
道
中
往
来
札
も
回
収
時
の
書
付
に
、
「
去
ル
寛
政
七
卯
年
二
月
（ｕ）
中
、
御
改
替
之
上
拾
四
枚
御
渡
一
一
相
成
」
と
あ
り
、
同
様
で
あ
っ
た。次
に
判
鑑
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
文
政
一
○
年
（
’
八
二
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
七
）
に
再
交
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
幕
末
ま
で
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
。
文
政
一
○
年
九
月
付
の
触
書
に
は
「
焼
印
札
寛
政
七
卯
年
相
改
メ
其
節
右
焼
印
札
之
判
鑑
相
渡
置
候
処
、
年
数
相
立
村
方
一
一
而
判
鑑
所
持
之
者
少
く
殺
生
人
共
止
宿
差
支
候
趣
相
聞
候
二
付
、
此
度
猶
（、）
又
右
判
鑑
相
渡
候
」
と
あ
る
。
そ
の
状
況
が
さ
》
ｂ
に
詳
し
く
わ
か
る
（田）
のが次の史料である。
寛
政
七
卯
年
先
役
池
田
筑
後
守
伺
之
上
、
御
勘
定
奉
行
御
目
付
申
談
、
右
焼
印
札
判
鑑
在
々
江
相
渡
置
候
処
、
年
数
相
立
村
方
一
一
而
判
鑑
所
持
之
も
の
少
く
、
殺
生
人
共
之
真
偽
相
疑
止
宿
等
差
支
難
渋
い
た
し
候
趣
相
聞
候
二
付
、
文
政
十
亥
年
先
役
筒
井
肥
前
守
方
同
之
上
、
寛
政
度
之
振
合
を
以
御
勘
定
奉
行
御
目
付
申談、関八州村々井大坂迄宿々江尚又判鑑相渡置候、
こ
れ
は
南
町
奉
行
駒
井
相
模
守
信
興
か
ら
老
中
丼
上
河
内
守
正
直
に
差
し
出
さ
れ
た
、
判
鑑
回
収
に
関
す
る
同
書
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
に
当
時
の
南
町
奉
行
池
田
筑
後
守
長
恵
（Ｍ）
が
、
老
中
へ
伺
い
の
上
、
勘
定
奉
行
・
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
て
焼
印
札
お
よ
び
判
鑑
を
発
行
し
た
が
、
年
数
が
経
っ
て
村
方
に
判
鑑
を
持
つ
者
が
少
な
く
な
り
、
餌
差
の
真
偽
を
疑
っ
て
止
宿
な
ど
に
差
し
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
文
政
一
○
年
に
そ
の
当
時
の
南
町
奉
行
筒
井
肥
前
守
政
憲
か
ら
老
中
へ
伺
い
の
上
、
寛
政
度
の
通
り
に
勘
定
奉
行
や
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
て
、
関
八
州
村
々
や
大
坂
ま
で
一一一
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の
宿
々
に
判
鑑
を
再
交
付
し
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
こ
の
時
、
関
八
州
村
々
に
交
付
さ
れ
た
餌
鳥
札
判
鑑
の
枚
数
は
、
三
七
一
一
六
枚
、
引
（胆）
き
替
え
に
回
収
で
き
た
の
は
二
一
○
四
九
枚
で
あ
っ
た
。
寛
政
期
の
発
行
枚
数
が
不
明
な
の
で
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
六
○
○
枚
以
上
が
焼
失
・
紛
失
な
ど
と
し
て
処
理
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
枚
数
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
幕
末
期
ま
で
寛
政
期
の
も
の
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
餌
烏
札
判
鑑
の
回
収
を
命
じ
た
慶
応
三
年
（
’
八
六
七
）
八
月
五
日
（焔）
付
の
触
聿
日
に
は
、
「
寛
政
七
卯
年
・
文
政
十
亥
年
関
八
州
村
々
江
相
渡
」
と
、
判
鑑
が
寛
政
七
年
・
文
政
一
○
年
の
両
年
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
道
中
往
来
札
判
鑑
回
収
の
触
書
に
（Ⅳ）
は
、
「
文
政
十
亥
年
判
鑑
渡
シ
置
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
文
政
一
○
年
の
再
交
付
の
理
由
を
考
え
れ
ば
、
大
半
は
文
政
期
のものと思われる。
以
上
の
こ
と
か
ら
鷹
場
差
し
止
め
後
に
回
収
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
寛
政
七
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
問
に
引
き
替
え
ら
れ
た
焼
印
札
と
判
鑑
、
文
政
一
○
年
に
寛
政
度
の
焼
印
札
と
対
応
さ
せ
て
再
交
付
さ
れ
た
判
鑑
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
斉
交
付
の
状
況
で
、
例
え
ば
焼
失
な
ど
の
場
合
の
、
個
別
の
再
交
付
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
考
え
た
い
。
法
政
史
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こ
こ
で
は
判
鑑
回
収
の
触
書
発
令
に
至
る
ま
で
の
、
幕
府
側
の
評
議
過
程
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
老
中
に
伺
書
を
提
出
す
る
ま
で
の
、
南
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
目
付
ら
に
よ
る
評
議
の
模
様
を
中
心
に
み
て
い
く
。
慶
応
三
年
四
月
一
一
八
日
、
南
町
奉
行
駒
井
相
模
守
信
興
は
、
「
御
勝
手
御
勘
定
奉
行
衆
」
宛
て
の
、
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
書
付
を
、
（田）
公
事
方
勘
定
奉
行
溝
口
伊
勢
守
勝
如
に
達
し
た
。
御
鷹
餌
鳥
請
負
人
手
先
殺
生
人
共
江
焼
印
札
相
渡
、
関
八
州
在
々
相
廻
候
節
、
止
宿
其
外
差
支
無
之
為
メ
焼
印
札
相
渡
置
候
（慶応一一年・’八六六）
処
、
去
寅
十
二
月
中
御
鷹
御
廃
止
二
付
、
右
餌
鳥
受
負
人
辻
〈
差
免
、
殺
生
人
共
江
渡
置
候
焼
印
札
井
受
負
人
共
為
仕
人
大
坂
表
方
餌
鳥
取
寄
候
節
、
荷
物
附
添
之
者
江
渡
置
候
道
中
往
来
焼
印
札
共
取
上
候
二
付
、
先
役
共
右
御
先
役
方
江
懸
合
之
上
、
御
領
井
万
石
以
下
知
行
村
々
江
渡
置
候
判
鑑
井
道
中
往
来
札
判
鑑
と
も
取
上
方
、
関
八
州
村
々
井
大
坂
迄
宿
々
触
出
之
義
、
別
紙
之
通
相
伺
可
申
与
存
候
、
御
差
支
之
義
者
無
之
候
哉
、
且
宿
々
触
書
案
之
義
者
道
中
方
之
振
合
一
一
御
取
直
、
御
差
越
有
之
候
様
致
二
判
鑑
回
収
１
老
中
伺
以
前
の
評
議
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度
存
候
、
依
之
同
書
案
触
書
案
与
も
相
添
、
此
段
及
御
懸
合
候、
こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
応
二
年
一
二
月
、
「
御
鷹
御
廃
止
」
に
伴
っ
て
餌
鳥
請
負
人
も
免
除
に
な
り
、
餌
差
た
ち
所
持
の
餌
鳥
札
と
大
坂
か
ら
餌
鳥
を
取
り
寄
せ
る
と
き
に
必
要
な
、
荷
物
付
き
添
い
の
者
所
持
の
道
中
往
来
札
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今
回
、
村
々
に
渡
し
て
あ
る
餌
鳥
札
判
鑑
と
道
中
往
来
札
判
鑑
の
取
り
上
げ
方
と
、
関
八
州
村
々
お
よ
び
大
坂
ま
で
の
宿
々
へ
の
触
れ
出
し
に
つ
い
て
、
打
ち
合
わ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
掲
「
焼
印
札
判
鑑
伺
書
」
の
案
文
と
「
関
八
州
村
々
御
触
案
」
・
「
大
坂
迄
宿
々
（四）
御
触
案
」
の
各
触
書
案
を
添
》
え
て
、
差
し
支
え
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
大
坂
迄
宿
々
御
触
案
」
に
つ
い
て
は
、
道
中
方
の
方
で
そ
の
や
り
方
に
直
し
て
達
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
と
も
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
「
先
役
共
右
御
先
役
方
江
懸
合
之
上
（
中
略
）
渡
置
候
判
鑑
」
と
あ
る
「
先
役
共
」
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
政
七
年
当
時
の
南
町
奉
行
池
田
筑
後
守
長
恵
と
、
文
政
一
○
年
当
時
の
同
役
筒
井
肥
前
守
政
憲
、
「
御
先
役
方
」
と
は
同
じ
く
両
年
の
勘
定
奉
行
お
よ
び
目
付
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
打
ち
合
わ
せ
に
対
す
る
勘
定
奉
行
の
返
答
は
、
「
且
大
坂
表
之
義
者
同
所
町
奉
行
江
貴
様
方
方
御
達
相
成
候
方
与
存
候
、
依
之
御
同
書
御
触
案
等
江
懸
紙
之
上
返
却
い
た
し
候
間
、
猶
御
勘
考
御
取
計
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
有
之
度
、
尤
右
之
趣
御
存
寄
も
無
之
候
て
、
道
中
筋
触
達
方
之
義
者
（別）
改
而
御
申
越
有
之
候
様
存
候
事
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
坂
の
こ
と
に
つ
い
て
は
大
坂
町
奉
行
へ
南
町
奉
行
か
ら
知
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
伺
書
お
よ
び
触
書
案
は
懸
紙
の
上
返
却
す
る
の
で
、
な
お
よ
く
考
え
て
取
り
計
ら
っ
て
欲
し
い
、
た
だ
し
道
中
筋
へ
の
触
れ
達
し
に
つ
い
て
は
改
め
て
打
ち
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
「
宿
々
被
渡
置
候
判
鑑
者
道
中
方
役
所
江
可
差
出
も
（Ⅲ）
の
也
」
と
い
う
内
容
の
「
大
坂
迄
宿
々
御
触
案
」
に
対
し
て
は
、
懸
紙
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
、
慶
応
三
年
（
’
八
六
七
）
五
月
一
五
日
、
「
御
目
付
中
」
宛
の
書
付
を
目
付
松
平
伊
勢
守
に
達
し
て
い
る
。
内
容
は
「
御
勘
定
奉
行
打
合
候
処
、
存
寄
無
之
旨
申
聞
候
、
各
様
方
御
差
支
之
義
者
無
之
候
哉
否
、
早
々
御
挨
拶
有
之
候
（皿）
様
」
と
い
う
も
の
で
、
伺
書
案
・
触
書
案
を
添
》
え
て
、
差
し
支
え
は
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
目
付
か
ら
の
返
答
が
来
る
前
に
、
勝
手
方
勘
定
奉
行
小
栗
下
総
守
政
寧
か
ら
、
「
代
官
（羽）
右別紙之通申立、吠へ間為御心得写差進申候」と、五月付、
「
差
向
候
事
柄
二
御
座
候
間
、
相
模
守
殿
江
早
々
御
廻
方
被
成
下
度
（別）
相
願
候
事
」
と
い
う
聿
已
付
が
回
さ
れ
て
き
た
。
差
し
出
し
は
上
野
国
に
在
陣
す
る
、
勘
定
奉
行
並
木
村
飛
騨
守
勝
教
で
あ
る
。
そ
れ
は
（羽）
「先般御
鷹
御廃止
捉
飼場御
差
止」に
な
ったの
に
、餌差
辻〈が
以
前
の
よ
う
に
入
り
込
み
、
元
捉
飼
場
は
勿
論
、
そ
の
他
の
村
々
を
五
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も
権
柄
に
立
廻
り
、
人
足
等
を
差
し
出
さ
せ
て
村
々
が
非
常
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
早
々
に
取
り
計
ら
っ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
南
町
奉
行
は
、
町
年
寄
舘
市
右
衛
門
を
通
じ
て
餌
鳥元請負人に対し、「餌差共取計方丼餌鳥札引上ヶ方之義」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
餌
鳥
元
請
負
人
が
五
月
（別）
’’一一日付で、町年寄「舘御役所」宛に提出した書付には次
の
よ
う
に
あ
る
。
右
札
親
之
者
江
申
談
、
元
差
配
仕
候
餌
差
共
江
一
人
別
二
相
達
、
村
々
立
廻
り
候
義
決
而
不
相
成
旨
請
書
取
置
候
様
取
計
可
仕
哉
一
一
候
得
共
、
右
申
上
候
通
り
多
人
数
二
而
行
届
方
如
何
可
有
之
二八一一七）
哉
心
配
仕
候
義
二
御
座
候
、
何
卒
去
ル
文
政
十
亥
年
九
月
中
、
関
八
州
在
町
江
餌
差
共
無
差
支
通
行
可
致
旨
之
御
触
流
御
座
候
間
、
今
般
御
鷹
御
廃
止
二
相
成
御
用
無
之
二
付
、
猶
又
関
八
州
在
町
共
、
餌
差
共
止
宿
人
足
等
不
相
成
候
趣
之
御
触
返
し
被
成
下
置
候
様
仕
度
、
左
も
無
御
座
候
而
者
急
速
取
締
方
速
も
行
届
申
間
敷
与
重
々
心
痛
仕
候
、
（幻）
餌鳥一工請負人は餌差辻〈取計方について、札親の者へ打ち
合
わ
せ
、
元
差
配
し
て
い
た
餌
差
共
へ
一
人
別
に
、
「
村
々
立
廻
り
候
義
決
而
不
相
成
」
と
い
う
請
書
を
取
る
よ
う
に
す
る
が
、
多
人
数
の
こ
と
で
あ
り
、
行
き
届
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
そ
こ
で
文
政
一
○
年
九
月
中
、
関
八
州
在
町
へ
餌
差
た
ち
が
差
法
政
史
学
第
五
十
七
号
し
支
え
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
と
触
れ
た
よ
う
に
、
今
回
も
関
八
州
在
町
へ
、
餌
差
た
ち
の
止
宿
・
人
足
な
ど
は
「
不
相
成
」
い
う
内
容
の
触
れ
を
出
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
と
て
も
早
急
の
取
り
締
ま
り
な
ど
は
行
き
届
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
南
町
奉
行
所
で
は
そ
の
検
討
に
入
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
餌
鳥
元
請
負
人
の
方
か
ら
も
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
五
月
二
五
日
、
餌
烏
元
請
負
人
は
南
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
尋
ね
を
受
け
、
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
南
町
奉
行
は
こ
の
餌
鳥
元
請
負
人
の
申
し
立
て
を
添
え
て
、
小
（羽）
栗に対し次のように伝》えた。
下
々
引
合
一
一
而
者
急
速
行
届
申
間
敷
候
二
付
、
餌
差
共
之
内
札
親
与
唱
候
重
立
候
も
の
呼
出
、
早
々
焼
印
札
取
集
、
元
餌
鳥
受
負人共方へ相渡候様可申渡与存候、
こ
こ
で
い
う
「
下
々
」
と
は
、
餌
鳥
元
請
負
人
た
ち
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
彼
ら
に
任
せ
て
い
て
は
餌
差
の
所
行
へ
の
早
急
な
対
応
な
ど
行
き
届
か
な
い
の
で
、
餌
差
た
ち
の
内
札
親
と
唱
え
る
主
立
っ
た
者
た
ち
を
呼
び
出
し
て
、
早
々
に
餌
鳥
札
を
取
り
集
め
、
餌
鳥
元
請
負
人
方
へ
渡
す
よ
う
に
申
し
渡
す
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
略
部
分
で
、
餌
烏
札
を
取
り
上
げ
た
上
は
、
今
後
餌
差
が
在
々
へ
廻
村
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
、
判
鑑
に
つ
い
て
は
回
収
の
た
め
の
触
書
発
令
を
、
勘
定
奉
行
・
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
中
で
あ
る
。
そ
れ
が
済
六
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こ
こ
で
は
老
中
に
伺
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、
触
書
が
発
令
さ
れ
る
ま
で
の
状
況
と
、
伺
書
お
よ
び
触
書
が
、
案
文
か
ら
正
式
書
類
と
な
る
ま
で
の
過
程
を
み
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
通
り
、
南
町
奉
行
は
勘
定
奉
行
・
目
付
と
の
評
議
を
経
て
、
老
中
へ
の
伺
い
を
立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
こ
で
南
町
奉
行
駒
井
相
模
守
は
老
中
丼
上
河
内
守
正
直
に
対
（犯）
して、「焼印札判鑑同室曰」を差し出したのである。その一
部
は
前
掲
し
た
が
、
そ
の
後
ろ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
続
い
て
い
る。
去
寅
十
二
月
中
御
鷹
御
廃
止
二
付
、
餌
鳥
受
負
人
共
差
免
候
二
付
而
者
兼
而
在
々
江
相
渡
置
候
判
鑑
取
上
ヶ
、
私
方
江
引
渡
候
様
御
勘
定
奉
行
御
目
付
可
申
談
処
、
左
候
而
者
格
別
手
数
も
相
掛
候
義
一
一
而
、
殊
二
請
負
人
手
先
殺
生
人
共
等
江
渡
置
候
焼
印
札
（羽）
み
次
第
知
ら
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
ロ
ロ
付
に
対
し
て
は
五
月
二一一一日、餌差の所行について勘定奉行から掛合があったこ
と
を
伝
え
、
急
い
で
伺
い
を
立
て
た
い
の
で
早
々
に
、
先
の
打
ち
合
（列）
わせに対する返答が欲しいと伝えた。そこで五月一一五日、
目
付
新
庄
右
近
直
温
よ
り
下
ヶ
札
に
て
、
「
御
掛
合
之
趣
拙
者
共
方
（Ⅲ）
差支無之候」との返述□を得た。
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
２
老
中
伺
と
判
鑑
回
収
の
触
書
之
義
者
早
々
取
上
候
筈
二
付
、
向
後
在
々
｜
｜
而
為
引
合
候
義
無
之
全
弄
り
一
一
相
成
候
判
鑑
二
付
、
右
者
在
方
掛
御
勘
定
奉
行
並
御
代
官
井
領
主
地
頭
江
取
集
、
焼
捨
候
積
取
計
候
方
可
然
候
間
（
中
略
）
尤
道
中
筋
之
義
者
道
中
奉
行
申
談
、
右
之
趣
相
達
候
様
可
仕
奉
存
候
、
依
之
御
触
書
案
相
添
此
段
奉
伺
候
、
以
上
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
判
鑑
は
回
収
後
、
南
町
奉
行
の
も
と
に
引
き
渡
す
よ
う
勘
定
奉
行
・
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
手
数
が
か
か
り
す
ぎ
る
し
、
焼
印
札
は
早
々
に
取
り
上
げ
る
は
ず
で
、
今
後
判
鑑
は
必
要
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
判
鑑
に
つ
い
て
は
「
在
方
掛
御
勘
定
奉
行
並
御
代
官
井
領
主
地
頭
」
の
も
と
に
取
り
集
め
、
そ
の
上
で
焼
き
捨
て
る
よ
う
に
取
り
計
ら
い
た
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
で
作
成
し
た
、
「
関
八
州
村
々
御
触
案
」
を
添
え
て
伺
い
を
立
て
て
い
る
。
（羽）
と
こ
ろ
で
こ
の
触
書
案
と
伺
聿
己
が
、
正
式
な
老
中
提
出
書
類
と
な
る
ま
で
の
、
具
体
的
な
修
正
状
況
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
南
町
奉
行
所
で
作
成
し
た
触
書
案
お
よ
び
伺
書
案
に
対
し
、
勘
定
奉
行
所
の
方
か
ら
懸
紙
を
し
て
戻
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
大
き
く
内
容
を
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
伺
書
案
に
お
い
て
は
、
文
脈
を
整
理
し
、
字
句
の
重
複
を
避
け
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
少
し
違
い
が
み
ら
れ
る
の
は
、
南
町
奉
行
所
案
で
「
先
年
之
御
触
書
一
一
見
合
、
関
八
州
在
々
井
大
坂
表
迄
七
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宿
々
御
触
書
案
取
調
入
御
覧
申
候
、
右
一
一
而
可
然
思
召
候
ハ
、
、
何
れ
も
御
勘
定
奉
行
御
目
付
申
談
候
様
可
仕
候
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
八
州
在
々
・
道
中
筋
共
に
触
書
案
を
取
り
調
べ
て
御
覧
に
入
れ
る
の
で
、
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
な
ら
勘
定
奉
行
・
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
今
後
は
餌
鳥
御
用
が
な
い
の
で
、
判
鑑
は
支
配
の
領
主
・
地
頭
で
回
収
・
焼
き
捨
て
る
よ
う
に
と
い
う
触
書
を
発
令
し
た
い
と
い
う
内
容
と
、
「
尤
道
中
筋
之
義
者
道
中
奉
行
申
談
」
と
、
道
中
筋
に
つ
い
て
は
道
中
奉
行
と
打
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
内
容
に
変
更
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
伺
書
案
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
触
書
案
で
は
、
さ
ら
に
修
正
は
少
な
い
。
「
御
料
者
御
代
官
私
領
者
領
主
地
頭
江
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
「
御
代
官
」
を
「
其
所
支
配
」
と
直
し
て
いることと、「右之通」漏らさず触れるようにという文一一一一口
を
加
え
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
町
奉
行
か
ら
老
中
に
差
し
出
さ
れ
た
「
関
八
州
村
々
御
触
案
」
と
「
焼
印
札
判
鑑
同
書
」
は
、
ほ
ぼ
勘
定
奉
行
の
懸
紙
通
り
に
修
正
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
南
町
奉
行
が
先
例
を
取
り
調
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
勘
定
奉
行
が
懸
紙
を
し
て
わ
ず
か
な
修
正
を
加
え
、
目
付
は
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
で
差
し
支
え
な
い
と
追
認
し
、
そ
の
結
果
南
町
奉
行
が
指
摘
に
沿
っ
た
修
正
を
加
え
て
、
老
中
へ
伺
い
を
立
て
ら
れ
る
段
階
に
到
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
こ
れ
に
対
し
て
八
月
五
日
、
老
中
稲
葉
美
濃
守
正
邦
か
ら
は
「
伺
之
通
相
心
得
、
別
紙
触
案
者
懸
ヶ
紙
之
通
り
直
し
、
向
々
江
相
達
候
（狐）
事
」
と
の
達
し
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
懸
ヶ
紙
は
わ
ず
か
な
字
句
の
変
更
の
み
で
、
触
書
案
の
内
容
を
変
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
（閲）
（妬）
かつた。そして、同日付けで大目付・目付および一二奉行に
対
し
て
、
「
右
之
趣
可
被
相
触
候
」
と
判
鑑
回
収
・
直
々
の
焼
き
捨
て
を
内
容
と
し
た
触
書
の
発
令
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
南
町
奉
行
は
八
月
六
日
、
「
勘
定
奉
行
衆
」
宛
の
打
ち
合
わ
せ
を
勝
手
（師）
方
勘
定
奉
行
小
出
大
和
守
秀
実
に
達
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ
うな記述がある。
昨
五
日
別
紙
之
通
御
書
取
を
以
美
濃
守
殿
被
仰
渡
候
二
付
、
右
受
負
人
共
大
坂
表
よ
り
餌
鳥
取
寄
候
節
、
附
添
之
者
往
来
焼
印
札
判
鑑
取
上
方
之
義
兼
而
御
懸
合
済
之
故
、
道
中
筋
江
御
達
有
之
候
様
致
度
、
依
之
御
書
取
写
井
御
触
書
案
道
中
筋
御
達
案
共
差
進
申
候
、
道
中
筋
江
御
達
相
済
候
ハ
、
、
猶
御
通
達
有
之
候
様致度存候、
道
中
往
来
焼
印
札
判
鑑
取
り
上
げ
に
つ
い
て
、
道
中
筋
へ
の
達
し
と
そ
の
完
了
報
告
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
九
月
に
入
っ
て
か
ら
、
公
事
方
勘
定
奉
行
で
あ
り
道
中
奉
行
兼
帯
の
都
筑
駿
河
守
峯
暉
と
溝
口
伊
勢
守
勝
如
が
連
名
で
、
「
道
中
筋
宿
々
江
相
達
置
申
（羽）
候
」
と
の
報
告
を
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
九
月
二
一
一
日
、
南
町
八
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奉
行
か
ら
勘
定
奉
行
に
対
し
、
道
中
筋
へ
の
達
し
に
つ
い
て
は
自
分
の
方
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
も
心
得
の
た
め
に
知
ら
せ
て
お
き
た
い
と
し
て
、
「
宿
々
御
触
達
」
の
写
し
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
東
海
道
宿
々
へ
の
触
書
の
写
し
が
九
月
二
八
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
は
都
筑
駿
河
守
・
溝
口
伊
勢
守
の
連
名
で
「
東
海
道
品
川
宿
方
守
口
宿
迄
、
右
宿
々
問
屋
・
年
寄
」
宛
て
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
御
用
が
な
い
こ
と
と
「
宿
江
渡
置
候
判
鑑
者
一
宿
限
り
自
分
共
役
所
江
可
差
出
（羽）
も
の
也
」
と
い
う
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
坂
町
奉
行
小
笠
原
伊
勢
守
長
功
・
竹
内
日
向
守
に
対
し
て
は
、
九
月
二
九
日
付
で
、
道
中
往
来
札
に
つ
い
て
は
南
町
奉
行
所
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
「
餌
烏
差
下
方
等
之
義
二
付
及
御
掛
合
候
（㈹）
義無之候」と、宿々への触聿日の写しを添》えて達している。
鷹
場
差
し
止
め
令
か
ら
約
一
○
カ
月
後
、
こ
う
し
て
、
判
鑑
取
り
上
げ
に
関
す
る
触
書
は
発
令
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
南
町
奉
行
が
勘
定
奉
行
・
目
付
と
打
ち
合
わ
せ
、
そ
の
承
認
を
得
た
後
、
老
中
へ
同
書
を
提
出
、
さ
ら
に
そ
の
承
認
を
得
て
触
書
の
発
令
と
な
っ
た
。
そ
の
発
令
は
、
多
数
の
餌
差
統
率
と
餌
鳥
札
回
収
の
責
を
負
わ
さ
れ
た
餌
鳥
元
請
負
人
の
要
望
で
も
あ
り
、
ま
た
餌
差
横
行
に
難
儀
を
訴
え
る
村
方
の
民
意
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
、
支
配
の
末
端
に
お
け
る
取
り
集
め
の
実
際
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
幕
府
が
大
政
奉
還
を
受
け
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
こ
こ
で
は
、
焼
印
札
の
回
収
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
餌
鳥
元
請
負
人
が
御
用
免
除
に
な
っ
て
か
ら
、
焼
印
札
回
収
が
始
ま
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
五
月
一
一
五
日
、
「
御
鷹
餌
鳥
元
請
負
人
伊
之
助
幼
年
二
付
後
見
忠
七
郎
」
と
「
同
伝
兵
衛
」
の
両
名
は
、
南
町
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
餌
差
た
ち
の
所
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
（岨）
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
当
三
月
九
日
御
鷹
餌
鳥
御
用
御
差
免
被
仰
付
候
二
付
、
右
之
趣
急
速
兼
而
手
二
付
罷
在
候
餌
差
共
之
内
、
札
親
与
唱
重
立
候
者
江
翌
十
日
右
夫
々
書
面
ヲ
以
申
達
侯
得
共
、
遠
近
二
害
日
数
四
五
日
程
相
後
候
場
所
も
有
之
候
義
二
御
座
候
、
尤
右
札
親
之
者
入
れ
る
一
○
月
一
四
日
ま
で
は
残
り
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
や
、
明
治
政
府
が
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
九
月
、
「
御
預
有
之
候
御
鷹
場
御
（皿）
鑑
札
、
相
改
可
差
出
」
と
、
村
方
に
残
さ
れ
て
い
た
鷹
場
関
係
の
鑑
札
回
収
を
命
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
充
分
な
処
分
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
一
一
御
鷹
餌
鳥
元
請
負
人
と
焼
印
札
の
回
収
１
焼
印
札
回
収
ま
で
の
経
緯
九
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共
右
夫
々
弟
子
餌
差
共
江
通
達
為
致
候
筈
二
申
付
候
、
猶
又
引
続
当
四
月
廿
四
日
御
焼
印
札
返
納
可
致
旨
被
仰
渡
候
二
付
、
前
書
札
親
之
者
共
江
同
廿
五
日
右
別
紙
を
以
夫
々
御
焼
印
札
取
揃
返
納
可
致
、
且
以
来
餌
差
共
止
宿
人
足
継
立
等
御
用
ヶ
間
敷
義
決
而
為
致
間
敷
段
、
厳
敷
申
達
候
得
共
、
遠
路
之
場
所
者
前
同
様之次第一一而日数相後し候方も有之候義二御座候得共、
何
分
多
人
数
之
義
、
且
身
薄
下
輩
之
者
一
一
面
右
様
申
達
候
義
、
中
一
一
者
心
得
違
仕
候
者
も
有
之
哉
、
今
般
之
蒙
御
尋
何
共
（ママ）
奉
恐
入
候
、
猶
此
上
共
御
焼
印
札
引
上
方
取
急
餌
差
共
心
得
違
之
義
無
之
様
可
仕
候
間
、
何
卒
以
御
慈
悲
此
殿
御
聞
済
之
程
偏
二
奉
願
上
候
、
以
上
、
こ
れ
は
抜
粋
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
餌
鳥
請
負
人
が
餌
鳥
御
用免除になったのは慶応一一一年（一八六七）三月九日のこと
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
餌
差
共
の
内
「
札
親
与
唱
重
立
候
者
」
に
対
し
て
、
翌
一
○
日
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
書
面
で
知
ら
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
遠
近
に
よ
り
日
数
が
四
・
五
日
程
遅
れ
る
場
所
も
あ
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
札
親
の
者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
弟
子
餌
差
に
対
し
通
達
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
も
あ
る
。
そ
し
て
四
月
二
四
日
に
は
、
焼
印
札
を
返
納
す
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
、
札
親
の
者
へ
は
翌
二
五
日
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
焼
印
札
を
取
り
揃
え
て
返
納
す
る
こ
と
、
以
後
、
止
宿
・
人
足
継
立
な
ど
の
御
用
が
ま
し
い
法
政
史
学
第
五
十
七
号
①
交
付
先
と
差
紙
送
達
最
初
に
、
餌
鳥
札
の
交
付
先
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
一
（㈹）
八
名
の
「
札
親
与
唱
重
立
候
者
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
１
）
。
彼
》
ｂ
は
史
料
上
、
自
ら
を
「
鳥
屋
」
あ
る
い
は
「
百
姓
」
・
「
百
姓
二
而
鳥
（“）
屋」と記している。また彼一ｂを含む餌差は、幕府役人か》わ
（妬）
は
「
餌
鳥
請
負
人
手
先
殺
生
人
」
と
も
呼
ば
れ
、
餌
鳥
一
謂
負
人
か
ら
（妬）
「
身
薄
下
輩
之
者
」
と
さ
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
多
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
交
付
さ
れ
た
餌
鳥
札
は八一一一六枚であった。しかしその頃から今回の餌鳥札回収
ま
で
に
は
七
○
年
以
上
も
経
っ
て
お
り
、
途
中
札
の
移
動
が
あ
っ
た
り
、
紛
失
・
焼
失
が
あ
っ
た
り
し
て
そ
の
ま
ま
す
べ
て
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
回
収
時
に
お
け
る
餌
鳥
札
の
交
付
状
況
も
合
わ
せ
て
み
て
い
き
た
い
。
｜○
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
よ
う
に
と
厳
し
く
達
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
遠
路
の
場
所
も
あ
る
こ
と
、
多
人
数
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
身
薄
下
輩
之
者
」
た
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
得
違
い
を
す
る
者
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
焼
印
札
引
上
方
に
つ
い
て
は
早
急
に
餌
差
た
ち
に
心
得
違
い
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
餌
鳥
札
と
道
中
往
来
札
の
回
収
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
２
餌
鳥
札
の
回
収
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表
１
重
立
候
札
親
与
唱
候
者
共
く
鳥
屋
〉
よ
り
の
焼
印
札
回
収
表
■
■
■
■
二
＝
■
■
－
百
ニ
ーー
■
▲
■
■
■
＝
■
ｌ
■
■
■
■
堅醒嘉遡襲醒｣Um1E葵鵜二軍製（８K田）
至'1着日
住
所
名
前
差
添
人
差
紙
宿
引
受
宿
備
考
枚
数
実
際
上
納
枚
数
６／３
武州入間郡lll越久保町
清
七
組
頭
忠
兵
衛
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
馬Ⅱ食１１１丁壱丁目家主文蔵
代
福
太
郎
元受負人‘
今
日
上
納
渡
済
4０
′'
６／５
野
州
都
賀
郡
合
戦
場
宿
精
一
郎
年
寄
藤
太
郎
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
元
飯
田
町
家
主
権
次
代
伊
助
上
納
二
付
帰
村
2２
ﾉゾ
６／５
日
光
道
中
粕
壁
在
小
淵
村
次
助
年
寄
勝
三
郎
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
上
納
二
付
帰
村
5０
〃
６／４
武
州
埼
玉
郡
岩
槻
宿
横
町
又
右
衛
門
町
人
代
太
右
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
馬
喰
町
弐
丁
目
武
左
衛
門
代
金
兵
衛
－
卜
先
帰
村
4５
″
６／６
日
光
道
中
幸
手
宿
助
七
煩
二
付
代
馬
蔵
年
寄
伝
左
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
馬
喰
町
四
丁
目
幸
太
郎
代
直
次
郎
上
納
二
付
帰
村
3７
′'
６／４
中
仙
道
熊
ヶ
谷
宿
幸
助
組
頭
新
太
郎
馬
喰
町
弐
丁
日
勤
四
郎
代
吉
蔵
馬
喰
町
三
丁
目
吉
兵
衛
代
清
助
－
卜
先
帰
村
3８
″
６／６
中
仙
道
深
谷
宿
市
助
組
頭
与
惣
右
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
上
納
二
付
帰
村
1５
ﾉﾉ
６／４
中
仙
道
鴻
巣
宿
善
次
郎
組
頭
伊
兵
術
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
煩
い
二
付
代
吉
蔵
元受負人方今日
上納５/29渡済
3３
'′
６／８
上
州
群
馬
郡
上
埜
惣
社
村
安
五
郎
年
寄
丑
五
郎
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
一
卜
先
帰
村
2５
″
６／６
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目
勘
四
郎
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付
帰
村
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〃
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上
州
山
田
郡
藤
本
村
重
吉
組
頭
助
左
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
煩
い
二
付
代
平
助
元受負人方
今
日
上
納
渡
済
1３
″
６／６
武
州
児
玉
郡
傍
示
堂
村
平
五
郎
事
幸
吉
組
頭
直
左
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
煩
い
二
付
代
吉
蔵
上
納
二
付
帰
村
2０
1０
６／８
上
州
邑
楽
郡
海
老
瀬
村
増
蔵
組
頭
茂
右
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
煩
い
二
付
代
吉
蔵
馬
喰
町
壱
丁
目
家
主
弥
助
煩
い
二
付
代
保
次
郎
－
卜
先
帰
村
1６
″
６／８
日
光
道
中
古
河
宿
大
工
町
弥
左
衛
門
煩
二
付
代
総
吉
組
頭
栄
助
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
煩
い
二
付
代
吉
蔵
馬
喰
町
壱
丁
目
家
主
弥
助
煩
い
二
付
代
保
次
郎
~卜先帰村
1７
ﾉ'
６／７
下
総
猿
島
郡
沓
掛
村
幸
三
郎
組
頭
源
十
郎
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
平
助
馬
喰
町
壱
丁
目
佐
兵
衛
７月８日上納
5０
ﾉﾉ
６／５
下
総
猿
島
郡
仁
連
町
藤
右
衛
門
煩
代
組
合
百
姓
源
七
百
姓
代
仙
右
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
馬
喰
町
弐
丁
目
栄
二
郎
代
徹
蔵
－卜先帰村
1３
1２
６／８
上
川
邑
楽
郡
青
柳
村
庄
七
組
頭
平
吉
馬
喰
町
弐
丁
目
武
左
衛
門
代
吉
蔵
馬
喰
町
壱
丁
目
家
主
藤
兵
衛
代
理
兵
衛
上
納
二
付
帰
村
1５
″
６／３
下
総
相
馬
郡
平
沼
村
Illl蔵
名
主
彦
右
衛
門
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
－
卜
先
帰
村
3３
″
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六
月
五
日
付
で
餌
鳥
元
請
負
人
が
取
り
調
べ
て
南
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
書
付
に
よ
る
と
、
一
八
名
の
札
親
に
交
付
さ
れ
た
餌
鳥
札
の
合
計
は
五
○
四
枚
で
、
そ
の
内
訳
は
表
１
の
「
枚
数
」
欄
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
取
り
調
べ
に
よ
り
、
実
際
に
（〃）
は
四
九
三
枚
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
訳
は
表
１
に
「
実
際
上
納
枚
数
」
と
し
て
記
し
た
が
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。
こ
れ
以
外
に
、
「
御
府
内
餌
差
」
そ
の
他
餌
鳥
請
負
人
か
ら
直
に
（帆）
餌
鳥
札
を
配
布
し
て
い
る
者
た
ち
が
近
在
所
々
に
い
る
と
い
う
。
そ
の近在所々の者とは、「御府内餌差」の他には、「東海道筋
戸
塚
宿
市
五
郎
」
と
「
程
ヶ
谷
宿
金
蔵
」
の
二
人
の
札
親
、
「
上
総
筋
五
井
組
・
木
更
津
組
・
早
野
組
」
と
唱
え
、
特
に
札
親
と
い
う
者
の
な
い
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
「
重
立
候
者
共
」
に
直
接
今
回
の
申
し
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
へ
の
交
付
枚
数
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
餌
鳥
札
は
残
ら
ず
餌
鳥
元
請
人
の
方
へ
引
き
上
げ
、
以
来
止
宿
・
継
立
な
ど
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
厳
し
く
申
し
渡
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
南
町
奉
行
へ
提
出
の
調
査
書
に
は
（側）
「差除キ申候」と省略されている。また、前述した六月五
（別）
日付の聿已付にも載せられていない。これら餌烏札の回収に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
五
月
一
一
二
日
付
、
餌
鳥
元
請
負
人
が
町
年
寄
（Ⅲ）
「舘御役所」宛に提出した妻日付の後半部分には、次のよう
にある。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
此
度
右
御
餌
鳥
御
焼
印
札
取
揃
上
納
可
致
旨
、
当
四
月
廿
四
日
被
仰
渡
候
二
付
、
右
札
引
上
ヶ
方
之
義
者
札
親
之
者
共
方
取
揃
、
当
五
月
晦
日
限
り
不
残
返
納
可
致
様
申
達
し
候
得
共
、
手
広
之
義
二
付
未
夕
取
揃
兼
、
当
時
弐
百
枚
程
取
集
、
御
焼
印
札
御
渡
二
相
成
候
而
右
年
来
相
立
候
義
二
付
、
焼
失
・
紛
失
等
有
之、中一一者紛敷札等出来在町江横行仕候者も有之哉一一
承り及、
こ
れ
に
よ
る
と
、
四
月
二
四
日
に
焼
印
札
上
納
の
仰
せ
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
引
き
上
げ
方
に
つ
い
て
は
札
親
の
者
で
取
り
揃
え
、
五
月
晦
日
を
限
り
に
残
ら
ず
返
納
す
る
よ
う
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
揃
わ
ず
、
ま
だ
二
○
○
枚
ほ
ど
し
か
集
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
二
○
○
枚
ほ
ど
と
い
う
の
が
、
前
述
の
近
在
所
々
の
者
に
配
布
し
て
い
た
餌
鳥
札
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
餌
鳥
札
御
渡
し
以
来
年
数
が
経
っ
て
い
る
た
め
、
焼
失
・
紛
失
も
あ
り
、
中
に
は
紛
ら
わ
し
い
札
ま
で
横
行
し
て
い
る
ら
し
い
と
あ
る
。
そ
こ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
南
町
奉
行
所
か
ら
直
接
一
八
名
の
札
親
に
対
し
差
紙
が
送
達
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
、
仁
連
町
と
沓
掛
村
へ
一
通
、
岩
槻
宿
・
小
淵
村
・
幸
手
宿
・
古
河
宿
・
海
老
瀬
村
・
青
柳
村
に
一
通
、
川
越
久
保
町
に
一
通
、
鴻
巣
宿
・
深
谷
宿
・
熊
ヶ
谷
宿
・
宮
戸
村
・
傍
示
堂
村
に
一
通
、
上
埜
惣
社
村
・
藤
本
村
に
一
（皿）
通
、
△
□
戦
場
宿
に
一
通
、
平
沼
村
に
一
通
の
都
合
七
通
で
あ
っ
た
。
一一一
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②
「
着
御
訴
」
と
餌
鳥
札
の
回
収
状
況
差
紙
を
受
け
た
一
八
名
の
札
親
た
ち
は
宿
へ
到
着
す
る
と
、
「
着
御訴」・「着御届」・「御差紙二付着御訴」・「上」などと題し
た
、
宿
へ
の
到
着
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
一
部
は
、
宿
泊
先
を
変
え
る
止
宿
替
願
も
兼
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
連
名
で
の
提
出
も
あ
り
、
全
部
で
一
五
通
で
あ
っ
た
。
表
１
に
は
、
こ
れ
ら
「
着
御
訴
」
か
ら
、
札
親
の
住
所
・
氏
名
・
差
添
人
・
差
紙
宿
・
宿
を
変
更
し
た
場合の引受宿・餌鳥札上納に関する状況などを抽出して一
覧
に
し
て
あ
る
。
（岡）
次
の
史
料
は
こ
の
「
着
御
訴
」
の
内
の
一
通
で
あ
る
。
表
１
と
と
も
に
み
て
い
き
た
い
。
下
総
国
葛
飾
郡
古
河
宿
百
姓
弥
左
衛
門
煩
二
付
代
総
吉
、
上
州
邑
楽
郡
海
老
瀬
村
百
姓
増
蔵
奉
申
上
候
、
今
般
私
共
江
御
尋
之
義
被
為
在
御
座
候
間
、
早
々
可
罷
出
旨
御
差
紙
頂
戴
拝
見
承
知
奉
畏
候
、
然
ル
処
弥
左
衛
門
義
ハ
病
気
一
一
而
取
臥
居
罷
出
兼
候
旨
相
歎
、
無
余
儀
総
吉
代
与
し
而
出
府
着
御
訴
奉
申
上
候
、
尤
弥
左
衛
門
江
御
尋
筋
之
義
者
総
吉
右
肌
無
御
差
支
御
請
答
可
奉
申
上
候
、
且
御
差
紙
宿
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
方
江
着
可
仕
之
処
、
同
所
壱
丁
目
弥
助
方
ハ
兼
而
懇
意
一
一
付
、
同
人
方
江
止
宿
替
仕
度
、
両
宿
懸
合
お
よ
ひ
候
処
、
右
障
等
無
御
座
候
間
、
何
卒
以
御
慈
悲
弥
左
衛
門
代
引
受
止
宿
替
御
間
済
被
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
成
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上
、
南
町
奉
行
所
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
差
し
出
し
は
弥
左
衛
門
代
総
吉
お
よ
び
差
添
人
栄
助
、
増
蔵
お
よ
び
差
添
人
茂
右
衛
門
、
御
差
紙
宿
は
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
代
吉
蔵
、
引
受
宿
は
馬
喰
町
壱
丁
目
弥
助
代
保
次
郎
で
あ
る
。
連
名
で
の
到
着
報
告
は
こ
の
総
吉
と
増
蔵
の
他
、
市
助
・
竹
次
郎
・
平
五
郎
事
幸
吉
ら
に
よ
る
一
通
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
着
御
訴
」
は
同
じ
内
容
の
差
紙
を
受
け
取
っ
た
者
が
、
差
紙
宿
が
同
じ
で
、
同
じ
日
に
同
じ
宿
に
到
着
し
た
場
合
、
連
名
で
差
し
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
札
親
た
ち
は
「
御
尋
之
義
被
為
在
御
座
候
間
早
々
可
罷
出
」
と
い
う
内
容
の
差
紙
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
寄
・
名
主
・
組
頭
・
百
（別）
姓
代
・
町
人
代
な
ど
を
差
添
人
と
し
て
辻
〈
に
出
府
し
て
い
る
。
差
紙
に
は
餌
鳥
札
返
納
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
当
日
餌
鳥
札
を
持
参
せ
ず
、
ひ
と
ま
ず
帰
村
す
る
と
い
う
者
が
一
八
名
中
八
名
（開）
もいた。しかし餌鳥元一雨負人から一ヶ月以上も前に餌鳥札
返
納
の
連
絡
を
受
け
、
期
日
も
五
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
差
紙
の
趣
旨
も
充
分
推
察
が
つ
く
は
ず
で
、
餌
鳥
札
を
持
参
す
る
の
が
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
持
参
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
多
く
は
手
先
の
餌
差
か
ら
回
収
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
尾
張
家
鷹
場
で
は
、
餌
差
が
（冊）
従
来
通
り
の
鳥
猟
許
可
を
願
い
出
て
い
る
例
も
あ
る
。
餌
鳥
札
返
上
￣
－
－
－
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と
い
う
の
は
、
長
年
鳥
猟
で
生
計
を
た
て
て
き
た
者
た
ち
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
、
そ
の
取
り
集
め
が
困
難
だ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
一
○
名
の
者
は
上
納
の
上
帰
村
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
内
三
名
の
分
は
、
「
此
分
私
共
江
取
集
候
間
今
日
（訂）
上
納
仕
候
」
と
餌
鳥
一
工
請
負
人
か
ら
返
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
人
善
次
郎
に
つ
い
て
は
、
差
紙
以
前
の
五
月
二
九
日
、
す
で
に
餌
（肥）
鳥
元
請
負
人
へ
渡
し
済
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
二
名
の
餌
鳥
札
の
合
計
は
八
六
枚
、
他
の
七
名
の
分
を
加
え
る
と
二
六
七
枚
と
な
り
、
こ
れ
は
一
八
名
全
員
か
ら
の
回
収
総
数
四
九
三
枚
の
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
半
数
以
上
の
餌
鳥
札
が
、
呼
び
出
し
と
同
時
に
返
納
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
七
七
三
枚
（
後
述
）
の
餌
鳥
札
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
回
の
回
収
が
か
な
り
効
率
よ
く
実
施
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
他
本
論
と
は
離
れ
る
が
、
こ
の
時
の
差
紙
宿
は
馬
喰
町
弐
丁
目
勘
四
郎
が
一
七
名
を
、
同
所
武
左
衛
門
が
一
名
を
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
内
、
勘
四
郎
分
の
二
名
分
だ
け
は
平
助
と
い
う
人
物
が
代
を
勤
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
勘
四
郎
分
も
武
左
衛
門
分
も
全
て
吉
蔵
と
い
う
人
物
が
代
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
差
紙
宿
の状況も興味深い。
次
に
、
前
述
し
た
枚
数
の
差
異
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
ま
ず
一
枚
に
つ
い
て
は
、
仁
連
町
藤
右
衛
門
が
一
三
枚
の
内
一
一
一
枚
し
か
上
法
政
史
学
第
五
十
七
号
納
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
同
人
が
一
九
日
、
｜
二
枚
で
納
め
よ
う
と
し
た
の
で
、
餌
鳥
元
請
負
人
が
調
べ
の
た
め
に
出
頭
を
命
じ
ら
（別）
れたが、結局一一一日に一二枚で受け取っている。残りの一
（㈹）
○
枚
に
つ
い
て
は
、
六
月
七
日
付
の
次
の
史
料
か
薑
ｂ
そ
の
理
由
が
わ
かる。武
州
傍
示
堂
村
平
五
郎
江
渡
置
候
札
数
之
義
、
御
調
之
節
心
得
違仕、先年之様等取調、其儘’一認奉差上、然ル処平五
郎
義
、
此
度
御
焼
印
札
上
納
仕
候
処
、
札
数
相
違
仕
居
候
一
一
付、其段蒙御尋奉恐入、猶又取調候処、当平五郎代一一
至り、札数相減改而拾壱枚渡置候義一一相違無御座侯、
不
取
調
心
得
違
之
段
奉
恐
入
候
、
何
卒
格
別
之
以
御
慈
悲
此
殿
御
聞
之
上
、
平
五
郎
義
帰
村
被
仰
付
被
成
下
置
候
様
、
偏
一一奉願上候、以上、
こ
れ
は
餌
鳥
元
請
負
人
の
伊
之
助
後
見
忠
七
郎
と
伝
兵
衛
に
よ
っ
て
、
南
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
願
書
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
六
月
（Ⅲ）
五
日
の
調
査
で
は
、
平
五
郎
の
分
は
二
○
枚
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
持
参
し
た
の
は
一
○
枚
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
帰
村
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
調
べ
の
結
果
、
二
○
枚
と
い
う
の
は
以
前
の
こ
と
で
、
今
の
平
五
郎
の
代
に
な
り
、
札
数
が
減
っ
た
た
め
、
改
め
て
二
枚
交
付
し
た
の
だ
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
内
一
枚
（他）
は
焼
失
し
た
た
め
、
結
局
上
納
で
き
た
の
は
一
○
枚
で
あ
っ
た
。
一
四
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
傍
示
堂
村
平
五
郎
渡
し
分
の
餌
鳥
札
が
減
じ
た
の
に
は
、
焼
失
や
紛
失
以
外
に
も
理
由
が
あ
っ
た
。
万
延
二
年
（
文
久
元
年
・
’
八
六
一
）
正
月
二
六
日
、
道
中
奉
行
兼
帯
の
勘
定
奉
行
、
酒
井
隠
岐
守
忠
行
よ
り
町
奉
行
衆
宛
に
次
の
よ
う
な
掛
け
合
い
（岡）
がなされた。
木
村
薫
平
御
代
官
所
信
州
板
橋
村
庄
右
衛
門
外
弐
人
、
不
埒
之
取
計
致
し
候
趣
相
聞
候
二
付
、
薑
平
方
お
ゐ
て
一
卜
通
相
糺
候
処
、
（
中
略
）
餌
鳥
焼
印
札
丼
御
本
丸
御
鷹
御
用
餌
鳥
武
州
傍
示
堂
組
仲
会
所
平
五
郎
手
先
与
認
候
書
付
受
取
、
鳥
殺
生
致
し
候
儀
之
旨
申
之
、
（
中
略
）
餌
差
之
儀
ハ
御
鷹
餌
鳥
御
用
為
取
締
焼
印
札
渡
置
餌
鳥
屋
共
手
先
之
殺
生
人
相
仕
立
、
関
八
州
内
二
限
致
殺
生
候
儀
之
旨
御
申
間
、
関
外
一
一
而
者
難
相
成
儀
之
処
（
中
略
）
鑑
札
所
持
い
た
し
候
段
者
不
埒
二
付
相
当
之
御
仕
置
可
申
付
与
存
候
得
共
、
平
五
郎
ハ
先
達
而
欠
落
致
し
候
一
一
付
、
事
実
同
人
江
御
渡
有
之
候
焼
印
札
二
候
哉
真
偽
難
相
分
、
且
右
焼
印
札
者
関
内
外
在
方
之
も
の
江
も
御
渡
相
成
候
儀
二
候
哉
致
承
知
度
、
依
之
取
上
置
候
焼
印
札
相
添
、
此
段
及
御
掛
合
候、以上、
こ
の
一
件
の
発
端
は
、
関
八
州
内
に
限
る
は
ず
の
鳥
殺
生
が
、
代
官
木
村
薫
平
支
配
で
関
外
で
あ
る
、
信
州
板
橋
村
に
お
い
て
庄
右
衛
門
他
二
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。
勘
定
奉
行
が
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
確
認
し
た
い
の
は
、
平
五
郎
が
い
な
い
た
め
に
確
認
で
き
な
い
餌
鳥
札
の
真
偽
と
、
餌
鳥
札
を
関
外
の
在
方
の
者
へ
も
渡
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
回
収
し
た
餌
烏
札
を
添
え
て
い
る。こ
れ
に
対
し
、
南
町
奉
行
池
田
播
磨
守
頼
方
は
、
同
年
三
月
、
餌
鳥
請
負
人
を
町
年
寄
舘
市
右
衛
門
方
に
呼
び
出
し
て
取
り
調
べ
た
結
（Ｍ）
果
を
知
ら
せ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
餌
鳥
一
祠
負
人
が
い
う
に
は
、
餌
鳥
札
は
「
関
八
州
之
内
在
方
之
者
」
に
渡
し
て
お
り
、
関
外
の
者
へ
は
渡
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
欠
け
落
ち
し
た
平
五
郎
の
伜
幸
（閲）
士
口
に
聞
い
て
み
た
が
、
「
親
平
五
郎
取
扱
之
儀
相
分
兼
候
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
餌
鳥
札
を
調
べ
た
結
果
は
、
餌
鳥
請
負
人
が
渡
し
た
も
の
に
相
違
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
「
小
口
張
会
所
印
」
は
自
（船）
分
で
張
り
紙
を
し
た
の
か
、
「
文
字
小
振
二
相
見
江
申
候
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
こ
の
一
件
は
、
庄
右
衛
門
他
一
人
が
答
め
を
受
け
、
餌
鳥
札
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
翌
文
久
二
年
（
’
八
六
二
）
一
（Ｗ）
○
月
、
餌
鳥
請
負
人
に
差
し
戻
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
平
五
郎
分
の
餌
鳥
札
の
一
部
が
、
餌
鳥
請
負
人
に
戻
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
失
院
し
た
と
い
う
平
五
郎
の
状
況
を
考
え
る
と
、
他
に
も
餌
鳥
札
が
同
様
の
状
況
で
、
本
来
渡
る
べ
き
で
な
い
人
物
に
渡
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
そ
こ
に
は
金
銭
の
介
在
が
あ
っ
た
ろ
う
と
も
推
察
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
餌
鳥
元
請
負
人
が
上
申
書
の
中
一
五
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法
政
史
学
第
五
十
七
号
（開）
で
、
「
中
一
一
者
紛
敷
札
等
出
来
在
町
江
横
行
仕
候
者
も
有
之
」
と
す
る
、
紛
ら
わ
し
い
札
の
中
に
は
、
全
く
の
偽
造
ば
か
り
で
な
く
、
今
回
の
よ
う
に
不
正
に
流
出
し
た
本
物
の
餌
鳥
札
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
かる。以上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
’
八
名
の
札
親
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
は
結
局
四
九
三
枚
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
六
月
五
日
の
取
り
調
べ
時
の
枚
数
が
三
八
枚
で
、
回
収
時
の
枚
数
と
差
異
が
な
く
問
題
は
な
い
が
、
南
町
奉
行
所
に
対
し
、
数
の
点
で
自
己
申
告
し
て
い
た
者
が
い
る
。
熊
ヶ
谷
宿
の
幸
助
で
、
そ
の
預
か
り
は
、
本
来
四
○
枚
で
あ
つ
（的）
た
ら
し
い
が
、
「
内
弐
枚
千
駄
木
餌
鳥
会
所
預
ケ
ニ
相
成
」
と
由
‐
告
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
必
要
な
く
な
っ
た
餌
鳥
札
を
、
餌
鳥
請
負
人
に
預
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
餌
鳥
札
に
つ
い
て
は
追
々
集
め
ら
れ
て
い
き
、
餌
鳥
元
（、）
請負人の伊之助後見忠七郎と「伝丘〈衛煩二付代金丘〈衛」は
八
月
一
二
日
、
残
り
二
八
○
枚
を
南
町
奉
行
所
に
上
納
し
て
い
る
。
し
か
し
餌
烏
元
請
負
人
は
、
交
付
か
ら
年
数
も
た
っ
て
お
り
、
焼
失
・
紛
失
も
あ
り
、
六
○
枚
ほ
ど
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
（Ⅶ）
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
回
収
で
き
た
餌
鳥
札
は
、
全
部
で
七
七
一
二
枚
で
あ
っ
た
。
し
か
し
未
回
収
に
終
わ
っ
た
餌
鳥
札
も
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
焼
失
・
紛
失
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
表
だ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
不
正
流
こ
こ
で
は
道
中
往
来
札
の
回
収
状
況
に
つ
い
て
、
餌
鳥
元
請
負
人
に
よ
る
南
町
奉
行
所
へ
の
上
申
書
の
記
述
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
餌
鳥
札
の
回
収
が
一
応
終
了
し
た
八
月
一
二
日
、
道
中
往
来
札
は
（Ⅶ）
七
月
中
に
回
収
し
た
七
枚
の
上
納
を
達
成
し
た
。
残
り
は
「
未
夕
取
（羽）
揃
兼
候
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
道
中
往
来
札
の
交
付
枚
数
は
わ
ず
か
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
寛
政
七
年
二
月
交
付
の
一
四
枚
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
八
月
一
二
日
に
上
納
で
き
た
の
は
、
駿
州
富
士
郡
大
宮
町
才
次
郎
、
同
村
山
之
郷
逸
平
の
各
一
枚
ず
つ
、
大
坂
備
前
嶋
町
河
内
屋
四
郎
兵
衛
の
二
枚
、
そ
し
て
前
々
よ
り
餌
鳥
請
負
人
共
方
に
差
し
置
かれていた一一一枚である。この中で、河内屋四郎兵衛方が古
（刑）
くから御用を勤めていたことを一不す記述がある。
右
大
坂
表
河
内
屋
四
郎
兵
衛
江
古
来
右
渡
来
有
之
候
処
、
寛
政
度
御
改
之
剛
、
猶
又
引
替
渡
置
候
義
二
御
座
候
、
御
餌
鳥
御
用
之節者何れも其向一一而餌鳥呼下候節者、私共方其御筋江
御
届
奉
申
上
候
二
付
、
当
御
奉
行
所
様
方
彼
地
御
奉
行
所
様
へ
御
達
二
相
成
、
彼
地
御
役
所
右
四
郎
兵
衛
江
餌
鳥
取
集
、
差
下
可
申
趣
被
仰
渡
候
義
与
奉
存
候
、
此
殿
御
尋
二
付
奉
申
上
候
、
失
な
ど
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
３
道
中
往
来
札
の
回
収
’一ハ
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餌
鳥
元
請
負
人
は
尋
ね
を
受
け
、
大
坂
の
河
内
屋
四
郎
兵
衛
へ
は
古
来
か
ら
道
中
往
来
札
を
渡
し
て
い
る
こ
と
、
餌
鳥
を
取
り
寄
せ
る
必
要
の
あ
る
時
は
餌
烏
請
負
人
か
ら
届
け
出
て
、
そ
の
結
果
南
町
奉
行
所
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
達
し
、
そ
し
て
大
坂
町
奉
行
所
は
四
郎
兵
衛
に
餌
鳥
を
取
り
集
め
て
江
戸
へ
送
る
よ
う
仰
せ
渡
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
近
年
は
そ
の
必
要
（両）
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
大
坂
表
方
呼
下
候
義
、
近
来
関
東
筋
差
支
無
之
候
二
付
中
絶
仕
（一八六一一）
居
候
処
、
文
久
二
戌
年
夏
餌
鳥
差
支
候
二
付
、
同
年
五
月
右
七
月
初
旬
迄
、
彼
地
方
呼
下
御
用
奉
相
勤
候
、
其
後
一
切
無
御
座
候、
す
な
わ
ち
、
大
坂
表
か
ら
餌
鳥
を
取
り
寄
せ
る
「
呼
下
御
用
」
は
、
最
近
関
東
筋
で
は
餌
鳥
が
差
し
支
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
中
絶
し
て
い
た
。
そ
れ
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
夏
、
餌
烏
が
差
し
支
え
る
事
態
が
起
こ
り
、
同
年
五
月
よ
り
七
月
初
旬
ま
で
、
大
坂
か
ら
の
「
呼
下
御
用
」
を
勤
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
一
切
な
い
と
い
う
。
ま
た
大
坂
か
ら
の
「
呼
下
御
用
」
の
中
絶
・
再
開
に
関
わ
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
文
久
二
年
三
月
九
日
、
餌
鳥
請
負
人
が
「
舘
御
役
所
」
宛
に
差
し
出
し
た
、
「
御
鷹
餌
烏
請
負
人
共
大
坂
表
堂
鳩
差
（巧）
下シ御達願」によってわかる。それによると、餌鳥の内、
土
鳩
は
夏
に
は
至
っ
て
品
薄
に
な
る
た
め
、
大
坂
よ
り
年
々
「
呼
下
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
御
用
」
を
勤
め
て
き
た
が
、
三
○
ヶ
年
程
は
中
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
一
一
・
三
年
以
前
よ
り
自
然
と
土
鳩
が
少
な
く
な
り
、
関
東
筋
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
回
再
び
河
内
屋
四
郎
兵
衛
方
へ
掛
合
に
及
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
四
郎
兵
衛
は
、
大
坂
で
も
土鳩は少ない上に、「天保度御改革」、すなわち天保一三年
（一八四二）問屋組合の停止以後、「諸鳥問屋商売仕候者」
が
新
規
に
三
人
も
出
て
き
た
た
め
、
土
鳩
の
取
り
集
め
は
「
｜
卜
通」には出来がたいといってきたというのである。この願
書
は
、
そ
れ
で
は
餌
鳥
御
用
に
差
し
支
え
る
の
で
、
江
戸
町
奉
行
所
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
達
し
、
さ
ら
に
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
四
郎
兵
衛
へ
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
願
書
は
寛
政
一
○
年
五
月
一
七
日
に
も
町
年
寄
の
「
奈
良
尾
御
役
（両）
所」宛に提出しており、一別例があることだとしている。こ
（畑）
れ
に
つ
い
て
は
四
月
一
九
日
に
も
追
願
い
を
し
て
い
る
が
、
四
月
二
五
日
、
町
年
寄
舘
市
右
衛
門
か
ら
餌
鳥
請
負
人
に
対
し
、
「
当
時
彼
地御奉行衆江御掛合中二候へ共、一体久々中絶致し候義一一
（ね）
付、彼地都ムロも如何可有之哉」として、いずれにしても差
し
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
関
東
筋
で
取
り
集
め
方
に
精
を
出
し
、
差
し
支
え
な
い
よ
う
取
り
計
ら
う
よ
う
に
と
達
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
五
月
か
ら
七
月
初
旬
ま
で
「
呼
下
御
用
」
が
再
開
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
後
、
大
坂
町
奉
行
か
ら
了
解
一七
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次
に
未
回
収
の
七
枚
に
つ
い
て
み
る
と
、
豆
州
君
津
郡
山
中
村
東
四
郎
に
一
枚
、
駿
州
の
駿
東
郡
印
野
村
市
左
衛
門
、
同
村
覚
左
衛
門
、
神
場
村
惣
左
衛
門
、
大
御
神
村
肋
四
郎
、
板
妻
村
定
右
衛
門
ら
に
各
一
枚
ず
つ
、
計
六
枚
が
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
残
り
一
枚
に
つ
い
て
は
、
駿
州
大
宮
町
へ
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
安
政
年
中
に
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
六
枚
が
回
収
可
能
で
あ
り
な
が
ら
未
回
収
な
道
中
往
来
札
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
餌
鳥
元
請
負
人
は
「
先
達
而
中
返
納
可
致
様
飛
脚
差
出
（Ｍ）
置
」
い
た
が
取
り
揃
》
え
ら
れ
ず
に
い
る
の
で
、
「
急
速
取
上
上
納
」
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
回
収
が
完
了
し
た
か
ど
う
か
は
残
念
な
がら不明である。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
餌
鳥
元
請
負
人
は
焼
印
札
の
回
収
に
際
し
て
、
そ
の
配
布
先
・
枚
数
の
把
握
か
ら
取
り
調
べ
、
回
収
ま
で
広
く
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
回
収
に
際
し
て
が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
道
中
往
来
札
の
管
理
環
境
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
道
中
往
来
札
は
一
四
枚
が
交
付
さ
れ
て
い
た
が
、
二
枚
は
餌
烏
請
負
人
の
所
に
あ
っ
た
の
で
、
回
収
の
必
要
な
枚
数
は
二
枚
で
あ
る
が
、
八
月
一
一
一
日
時
点
で
回
収
で
き
た
の
は
わ
ず
か
四
枚
、
す
な
わ
ち
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
４℃考えられる。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
本
稿
で
は
、
鷹
場
制
度
終
焉
期
に
お
け
る
焼
印
札
・
判
鑑
の
回
収
を
め
ぐ
っ
て
、
南
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
目
付
・
老
中
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
お
い
て
行
わ
れ
た
評
議
の
過
程
、
そ
し
て
そ
の
実
施
動
向
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
う
ち
、
焼
印
札
の
回
収
に
際
し
て
は
、
餌
鳥
元
請
負
人
が
配
布
先
お
よ
び
枚
数
の
把
握
か
ら
取
り
調
べ
、
回
収
ま
で
、
南
町
奉
行
所
の
指
示
の
下
、
可
能
な
限
り
充
分
な
働
き
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
期
と
い
う
厳
し
い
政
局
の
中
で
も
、
指
令
系
統
の
末
端
に
お
い
て
充
分
な
機
動
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
鷹
場
制
度
内
で
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
鷹
場
制
度
終
焉
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
末
端
に
お
け
る
機
動
力
が
、
近
代
へ
と
ど
の
よ
う
に
継
続
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
一八
は、鷹場制度内でこれまでに培われてきた機動力が発揮さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
焼
印
札
回
収
は
、
村
々
が
難
渋
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
幕
府
の
新
た
な
鳥
猟
鑑
札
制
度
確
立
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
実
施
が
厳
し
く
求
め
られたので、ある。
お
わ
り
に
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註（
１
）
「
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
一
一
○
四
三
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
五一局。
（
２
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
三
巻
二
○
四
五
、
「
続
徳
川
実
紀
』
第
五扁。慶応二年一○月、あるいは慶応一一一年四月の法令が出
さ
れ
た
時
点
で
、
鷹
場
が
廃
止
さ
れ
た
と
捉
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
こ
の
時
廃
止
さ
れ
た
の
は
鷹
場
役
職
な
ど
の
制
度
で
あ
り
、
鷹
場
そ
の
も
の
は
幕
末
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
法
令
上
も
、
前
者
で
は
鷹
場
は
「
御
差
止
」
、
後
者
で
は
「
当
分
御
用
無
之
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
時
の
法
令
を
鷹
場
「
廃
止
」
令
と
は
せ
ず
、
「
差
し
止
め
」
令
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
鷹
場
が
差
し
止
め
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
ｌ
幕
末
軍
政
改
革
お
よ
び
諸
改
革
の
中
で
ｌ
」
（
「
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
」
三
九
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
。
（
３
）
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
鷹
場
制
度
の
終
焉
過
程
と
維
持
組
織
」
弓
法
政
史
学
』
五
○
、
’
九
九
八
年
）
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
。
（
４
）
以
降
原
則
と
し
て
、
御
鷹
餌
鳥
請
負
人
は
餌
鳥
請
負
人
も
し
く
は
餌
鳥
元
請
負
人
、
殺
生
人
は
餌
差
と
表
記
す
る
。
餌
鳥
請
負
人
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
近
世
鷹
場
制
度
終
焉
期
に
お
け
る
御
鷹
部
屋
管
理
の
動
向
ｌ
御
鷹
部
屋
洗
掃
除
と
餌
鳥
請
負
人
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
地
方
史
研
究
』
二
九
○
、
二
○
○
｜
年
四
月
）
、
同
「
幕
末
期
に
お
け
る
餌
鳥
請
負
人
の
動
向
と
「
冥
加
」
の
実
態
」
（
「
日
本
歴
史
』
六
三
七
、
二
○
○
｜
年
六
月
）
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
。
他
に
、
大
友
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
一
雄
「
将
軍
の
鷹
狩
と
江
戸
の
鳥
問
屋
」
（
「
史
料
館
研
究
紀
要
」
二
八
、
’
九
九
七
年
）
、
根
崎
光
男
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』
（
同
成
社
、
’
九
九
九
年
、
’
○
○
～
’
○
二
頁
）
が
あ
る
。
餌
差
に
関
し
て
は
、
大
友
一
雄
「
将
軍
の
鷹
狩
と
身
分
ｌ
御
鷹
の
餌
鳥
御
用
と
餌
差
ｌ
」
（「国史学』’六一、’九九六年）、前掲根崎著『将軍の鷹
狩り』（九三～’○○頁）がある。
（
５
）
「
岡
鳥
水
鳥
問
屋
」
四
（
旧
幕
府
引
継
書
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
。
本
稿
記
述
は
、
特
に
註
を
加
え
な
い
限
り
当
該
史
料
に
よ
る
。
ま
た
当
該
史
料
「
岡
鳥
水
鳥
問
屋
」
は
、
以
降
「
問
屋
」
と
の
み
表
記する。
（６）「寛政七卯年二月関八州御触」（「問屋」四）。
（
７
）
天
明
七
年
二
七
八
七
）
四
月
以
降
、
半
九
郎
・
清
兵
衛
・
神
田
餌
鳥
屋
敷
家
主
伝
兵
衛
が
餌
鳥
請
負
人
を
勤
め
て
き
た
。
し
か
し
寛
政
七
年
、
南
町
奉
行
坂
部
能
登
守
広
吉
に
よ
る
餌
鳥
値
段
引
き
下
げ
の
取
り
調
べ
が
あ
り
、
伝
兵
衛
が
そ
れ
で
は
「
永
々
御
請
負
者
難
仕
」
と
主
張
し
た
た
め
、
三
人
と
も
請
負
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
。
（「餌鳥会記録」六）。
（８）「餌鳥会記録」六。
（９）「寛政八辰年四月御触」（「問屋」四）。
（、）「乍恐以書付奉申上候」（「問屋」四）。
（Ⅱ）慶応三年八月一七日付「上」（「問屋」四）。
（Ｅ）「文政十亥年九月御触」（「問屋」四）。
（
旧
）
慶
応
三
年
五
月
付
「
御
鷹
御
廃
止
二
付
餌
鳥
請
負
人
手
先
殺
生
人
共
江
渡
置
候
焼
印
札
判
鑑
之
義
奉
伺
候
書
付
」
（
「
問
屋
」
四
）
。
以
一
九
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降
「
焼
印
札
判
鑑
同
書
」
と
略
す
。
（
ｕ
）
「
焼
印
札
判
鑑
同
書
」
案
に
は
、
こ
の
時
の
勘
定
奉
行
と
し
て
石
川
主
水
正
忠
一
房
（
公
事
方
・
道
中
奉
行
兼
帯
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る。
（旧）「問屋」’。
（刑）「問屋」四・
（Ⅳ）「問屋」四。
（旧）「問屋」四。
（旧）「問屋」四。
（別）「問屋」四。
（Ⅲ）「問屋」四。
（皿）「問屋」四。
（羽）「問屋」四。
（皿）「問屋」四・
（
妬
）
前
述
し
た
よ
う
に
、
木
村
飛
騨
守
に
お
い
て
も
、
廃
止
さ
れ
た
の
は
「
御
鷹
」
、
す
な
わ
ち
鷹
に
関
わ
る
行
為
や
制
度
で
あ
り
、
捉
飼
場
（
鷹
場
）
は
差
し
止
め
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（別）「以書付奉申上候」（「問屋」四）。
（
”
）
札
親
と
は
、
一
部
の
餌
差
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
者
た
ち
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
大
友
論
文
「
将
軍
の
鷹
狩
と
身
分
ｌ
御
鷹
の
餌
鳥
御
用
と
餌
差
ｌ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（別）「問屋」四。
（羽）「問屋」四。
（別）「問屋」四。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
（Ⅲ）「問屋」四・
（皿）「問屋」四・
（
羽
）
「
関
八
州
村
々
御
触
案
」
・
「
焼
印
札
判
鑑
伺
書
」
案
（
「
問
屋
」
四）。
（弧）「覚」（「問屋」四）。
（
妬
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
」
第
一
一
一
巻
、
二
○
四
六
。
前
掲
拙
稿
「
近
世
鷹場制度の終焉過程と維持組織」。
（洲）「問屋」四。
（師）「問屋」四。
（邪）「問屋」四。
（別）「問屋」四。
（川）「問屋」四。
（
ｕ
）
「
明
治
三
年
御
用
留
」
（
『
小
金
井
市
誌
編
纂
資
料
第
十
九
編
』
鈴
木英男家文書三）。
（
岨
）
「
上
」
（
「
問
屋
」
四
）
。
幕
末
期
の
餌
鳥
請
負
人
は
、
表
向
き
は
伊
之
助
方
と
伝
兵
衛
方
と
な
っ
て
い
る
が
、
伝
兵
衛
は
名
目
上
の
存
在
で
、
伊
之
助
方
か
ら
暮
方
賄
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
（
前
掲
拙
稿
「
幕
末
期
に
お
け
る
餌
鳥
請
負
人
の
動
向
と
「
冥
加
」
の
実
態
」
）
。
し
か
し
本
稿
で
は
便
宜
上
史
料
の
ま
ま
に
記
す
。
（蛆）「着御訴」・「着御届」・「御差紙二付着御訴」・「上」（以降
一
括
し
て
「
着
御
訴
」
と
表
記
す
る
）
・
「
関
八
州
餌
差
札
親
之
分
名
住
調
書
」
・
慶
応
三
年
六
月
五
日
付
「
上
」
よ
り
作
成
（
「
問
屋
」
四）。
（ｕ）「着御訴」（「問屋」四）。
二
○
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（妬）「問屋」四。
（妬）「上」（「問屋」四）。
（〃）慶応三年六月五日付「上」（「問屋」四）。
（岨）慶応三年六月五日付「上」（「問屋」四）。
（伯）「関八州餌差札親之分名住調書」（「問屋」四）。
（別）慶応三年六月五川付「上」（「問屋」四）。
（別）「以書付奉申上候」（「問屋」四）。
（皿）「関八州餌差札親之分名住調書」（「問屋」四）。
（田）「着御訴」（「問屋」四）。
（別）「着御訴」（「問屋」四）。
（
閲
）
七
月
八
日
上
納
の
幸
三
郎
も
コ
ト
先
帰
村
」
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
八
名
の
内
に
含
め
て
い
る
。
（
閃
）
「
川
島
清
家
支
配
亡
（
『
国
分
寺
市
史
料
集
』
１
）
、
前
掲
拙
槁
「近世鷹場制度の終焉過程と維持組織」。
（印）慶応三年六月五日付「上」（「問屋」四）。
（
兇
）
慶
応
三
年
六
月
四
Ⅲ
付
「
上
」
（
「
問
屋
」
四
）
。
同
日
付
「
着
御
訴」とは別に提出。
（印）慶応三年六月五日付「上」（「問屋」四）。
（Ⅱ）慶応三年六月七Ⅲ付「上」（「問屋」四）。
（田）慶応三年六月五Ⅱ付「上」（「問屋」四）。
（他）慶応三年六月五日付「上」（「問屋」四）。
（
岡
）
「
文
久
元
酉
年
御
勘
定
奉
行
方
掛
合
御
鷹
餌
鳥
焼
印
札
之
儀
一
一
付調」（「問屋」二）。この史料からは、「札親与唱重立候
者
」
の
一
人
で
あ
っ
た
平
五
郎
が
、
そ
の
在
地
に
お
い
て
「
御
本
丸
鷹
場
制
度
終
焉
と
鳥
猟
鑑
札
制
度
（
安
田
）
御
鷹
御
用
餌
鳥
武
州
傍
示
堂
組
仲
会
所
平
五
郎
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
（
Ｍ
）
「
文
久
元
酉
年
御
勘
定
奉
行
方
掛
合
御
鷹
餌
鳥
焼
印
札
之
儀
一
一
付調」（「問屋」二）。
（価）「餌鳥焼印札真偽御掛合之趣取調申上候書付」（「問屋」
一一）○
（
閃
）
「
餌
烏
焼
印
札
真
偽
御
掛
合
之
趣
取
調
申
上
候
書
付
」
（
「
問
屋
」
｜｜）ｏ
（印）「問屋」二。
（冊）「以書付奉申上候」（「問屋」四）。
（的）「着御訴」（「問屋」四）。
（、）慶応三年八月一一一日付「上」（「問屋」四）。なお、金丘（
術
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
幕
末
期
に
お
け
る
餌
鳥
請
負
人
の
動
向と「冥加」の実態」において考察している。
（Ⅶ）慶応三年八月一一一日付「上」（「問屋」四）。
（Ⅶ）慶応三年八月一二日付「上」（「問屋」四）。
（門）慶応三年八月一一一日付「上」（「問屋」四）。
（Ｎ）慶応三年八月一七日付「上」（「問屋」四）。
（市）慶応三年八月一七日付「上」（「問屋」四）。
（冊）「問屋」二。
（両）「上御鷹餌鳥請負人共差出候書付」（「問屋」二）。
（耐）「上御鷹餌鳥請負人共差出候書付」（「問屋」二）。
（門）「餌鳥受負人江口達」（「問屋」二）。
（Ⅱ）慶応三年八月一七日付「上」（「問屋」四）。
一一一
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